
基本構想を推進するために第6章

基本構想で描く「めざすまちの姿」を実現するためには、市民一人ひとりがまちづくりの主役となり、協

働によるまちづくりをさらに深化させる必要があります。そのために、行政は、貴重な経営資源である「ヒ

ト・モノ・カネ・情報」を有効に活用しながら、市民との信頼をさらに深め、将来にわたり持続可能な行

財政運営を行わなければなりません。

市民との信頼を深める職員・組織づくり
市民との信頼を深めるためには、市民から頼りにされる「ヒト」が継続して育ち、様々な「情報」を市民と

共有する必要があります。職員が学び合い、研修機会を充実させ、政策形成能力や協働を推進するコーディ

ネート能力を高めるとともに、社会環境の変化に適切かつ迅速に対応できる組織機構を構築します。職員

へは、性の多様性を尊重することを促し、男女共同参画の意識を高めるとともに、職員の健康やワークラ

イフバランスに配慮し、適正な定員管理を行っていきます。情報セキュリティ対策に万全を期して個人情

報を適切に管理し、様々な情報をわかりやすく整理し、発信、提供します。

市民との信頼を深め、

効率的で効果的な行財政運営を行う



基本構想を推進するために第6章
効率的で効果的な行財政運営を行う
時代とともに多様化していく市民サービスを行うためには、効率的で効果的に「モノ」や「カネ」を管理す

るという行財政運営を行う必要があります。公共施設については、将来の推計人口に対応するための適切

なあり方を見い出すとともに、民間の知恵と経験を活用します。行政経営的な視点を取り入れながら計画

的な執行管理と財務情報に関する説明責任の充実による規律ある財政運営を行います。目的を共有し、時

代に見合った行政サービスの品質を確保するとともに、まちづくりの羅針盤である総合計画の効果的な進

捗管理の手法を確立します。

未来への視点
つながる力 稼ぐ力 ひきつける力

市民との信頼を深める職員の育成と組織づくり

社会の変化に対応できる職員の育成と組織づくりをすすめる ☆ ○ ◎

行政サービスの電子化により市民の利便性を高める組織づくりをすすめる ◎ ○ ◎

効率的で効果的な行財政運営を行う

市民満足度の高いサービスの提供をすすめる ○ ○ ☆

持続可能な財政運営をすすめる ○ ◎ ○



政　策 未来への視点
つながる力 ☆
稼ぐ力 ○
ひきつける力 ◎

現状と課題

施策概要
◉市民の多様な要望や要求に的確に対応し、市民

サービスのより一層の向上が図れるよう、「那覇
市人材育成基本方針」に沿った各種研修等の充実
を行い、課題を解決する力と意欲を持った職員
を育成します。

◉時代の要請に応える組織・機構を構築し、スピー
ド感を持った行政サービスの提供に努めます。

◉事務事業及び組織・機構の積極的な見直しや民
間活力の活用等により、適正な定員管理と市民
サービスの向上に努めます。

社会の変化に対応できる
職員の育成と組織づくりをすすめる

施策 56

市民との信頼を深める職員の育成と組織づくり

◉職員の人材育成の直接的な指標の設定は難しい
ため、職員の市民対応面や市政全般に対する評
価面の両方で間接的に把握する方法が考えられ
ます。しかしながら、現在はそのような指標が
ないため、職員の人材育成の評価が図れない状
況です。

◉市民の市政に対する理解と信頼を高めるために
は、職員一人ひとりが行政のプロとして自覚と
責任を持ち、自ら考え行動することが重要です。

◉業務の多様化等による担当業務量増や、技術の
専門・高度化が進む一方で、労働人口の減少に
より職員不足が見込まれます。

◉公共施設の維持管理を含めた予算の縮小が見込

まれます。
◉2013(平成25)年度の中核市移行に伴い権限移

譲された事務の他、校区まちづくり事業の推進
など多様化する市民ニーズへの対応や、法改正
による事業など様々な業務があります。

◉複雑・多様化・増大する市民ニーズに的確に対
応するため、効率的な行財政運営の取組、適正
な定員管理が求められています。

関連条例等
◆那覇市人材育成基本方針
◆定員管理方針

職員数人

H20   H21   H22   H23   H24   H25 　H26 　H27 　H28 　H29

2,460
2,440
2,420
2,400
2,380
2,360
2,340
2,320
2,300
2,280
2,260
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取組の柱と方針

用語解説
●那覇市人材育成基本方針
　目指す職員像として次の３点を掲げています。
　◇行政のプロとして自覚と責任を持ち、自ら考え行動することができる職員
　◇チームワークを大切にし、一人ひとりの強みを伸ばすことができる職員
　◇協働により、那覇市の魅力を高めることができる職員
●クレドカード
　組織の価値観や行動指針等を持ち歩き可能なカードの形にしたものです。

取り組みの活動状況をみる指標

指　標 基準値
（基準年度）

中間目標値
（2022 年度）

最終目標値
（2027年度）

市職員数 2,352 人
(2016 年 ) 2,400 人 2,400 人

職員の職場研修・職場外研修への延べ参加人数 14,566 人
(2016 年 ) 15,500 人 16,100 人

１ �課題解決能力と意欲を持ち、まちづく
りに貢献する人材(職員)の育成

◉「那覇市人材育成基本方針」で定める職員の人
材育成の目的を実現するために、クレドカー
ドの活用をはじめ、次の各面の推進等に努め
ます。

　・職場環境面：�性の多様性の尊重、ワークラ
イフバランス及びコミュニ
ケーションの推進等

　・研修面：職場研修、職場外研修の推進等
　・人事面：�適材適所の人事配置や多様な人

材の積極的な活用等
◉人材育成の効果を測定し、必要に応じて方策

を改善することで人材育成のＰＤＣＡサイク
ルを機能させます。

2 �機動的な組織・機構の構築
◉社会情勢を的確に捉え、時代の要請に即した

組織・機構を構築します。

3 �適正な定員管理
◉事務事業や組織機構の見直しを図り適正な定

員管理に努めます。

4 �民間活力の活用等による市民ニーズへ
の対応

◉業務の外部委託化など民間活力の活用等によ
り、事務の効率化を図るとともに、市民サー
ビスの充実につなげます。

携帯できる「クレドカード」を
職員がいつも持ち歩きます
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政　策

現状と課題

施策概要

未来への視点
つながる力 ◎
稼ぐ力 ○
ひきつける力 ◎

施策 57

行政サービスの電子化により市民の利便性を高める
組織づくりをすすめる

市民との信頼を深める職員の育成と組織づくり

◉ICT(情報通信技術)を活用した行政サービスの
拡大・拡充を実施することにより市民の利便性
の向上を図ります。

◉情報セキュリティに万全を期し、情報資産を保
護します。

◉高齢者や障がいのある人など、例えばけがや病
気で手が動かしづらい場合なども含め、「誰もが

公式ホームページで提供される情報や機能を支
障なく利用できるような配慮(ウェブアクセシビ
リティ )」の向上を図ります。

◉すでに公式ホームページを利用している人に
とって、快適に探しやすい、操作しやすいなど
の「使いやすさ(ユーザビリティ )」の向上を図る
ことで、すべての利用者の満足度を高めます。

◉2016(平成28)年10月よりマイナンバー制度の
個人番号カードを利用した各種証明書のコンビ
ニエンスストアでの証明書交付サービスを開始
し、利便性向上を図るための環境を整備してき
ましたが、個人番号カードの普及が遅れている
ことから、普及促進について取り組む必要があ
ります。

◉マイナポータルを活用した新たな行政サービス
についても検討していく必要があります。

◉政府機関や企業のサーバー等への不正アクセス
や情報漏えいが社会問題となっており、情報セ
キュリティの強化を図る必要があります。

◉那覇市の公式ホームページにおいて、2017(平
成29)年の調査結果で、視覚に障がいのある人
向けの音声読み上げ機能に対応していないデー
タが添付されているなどのアクセシビリティ面
での問題や、スマートフォン用のページに切り
替わる対応がされていないといった利用者の環
境によって左右されるなどのユーザビリティ面
において問題があるとされ、9段階評価中、下

から４番目の「Ｆ」評価となっています。また、
障害者差別解消法が2016(平成28)年4月に施行
されたことから、障がいのある人への配慮につ
いて更なる対応が求められています。

◉情報化社会に対応した専門知識の強化が求めら
れています。

コンビニ交付
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取組の柱と方針

1 行政サービスの電子化
◉市公式HPやSNS・広報紙等による広報を実施

し、オンラインで利用できる行政サービスに
ついての周知・利用を促進します。

◉マイナポータルを活用した新たなサービスの
導入を検討し、オンラインで利用できる行政
サービス拡大を図ります。

2 情報セキュリティの強化
◉情報セキュリティの強化を図り、あらゆる脅

威から情報資産を守ります。

3 市政情報の発信と提供の推進
◉全ての人が適切に情報を受け取れるよう、ホー

ムページリニューアルに向けて、管理・運営

の見直しを図ります。
◉リニューアル後は、ウェブアクセシビリティ

を維持するため、年に１度の運用ガイドライ
ンの更新及び職員研修、サイトの検証を実施
します。

◉再リニューアル時には、研修等を通し、職員
のアクセシビリティ、 ユーザビリティへの意
識向上を図り、総務省の評価基準「Ｃ」ランク
に準拠したレベルを目指します。

◉著しい情報分野の進展を見据え、５年毎の公
式ホームページ再構築及び時代に即した情報
発受信ツール等への研究・対応を進めていき
ます。

取り組みの活動状況をみる指標

指　標 基準値
（基準年度）

中間目標値
（2022 年度）

最終目標値
（2027年度）

オンラインで手続きを行った件数の割合 24%
(2016 年 ) 30% 35%

Ａ . Ａ . Ｏ . ウェブサイトクオリティ実態調査 Ｆ
(2017 年 ) Ｅ Ｃ

用語解説
●マイナポータル

マイナンバーに関係して行政機関等が保有する自らの情報や情報連携の
履行の確認、官民からのお知らせの受信や各種手続きなどを、自宅のパ
ソコン等から利用することができる個人用のウェブサイト。

●ウェブアクセシビリティの改善例
・視覚に障がいのある人向けに音声読み上げ機能に対応した改善
・画像データにタイトルや写真の内容の解説を加える
・スマートフォンなどへの対応
・�利用者の環境によって表示されない機種依存文字 ( ①や㈱など ) を使

用しない
・�大中小の見出し、段落、箇条書きといった構造的に統一されたページ

の作成
・�利用時の操作がマウスだけでなく、キーボードなど複数の方法でできる

ホームページ

広報なは　市民の友

那覇市公式ホームページ

4月

第783号毎月1回発行
2016年（平成28年）

市の人口と世帯
※（　）内はうち外国人

2016（平成28）年2月末現在
総人口 324,217（3,620）

（2,444）

男
女

世帯数 147,419

157,292（2,089）
166,925（1,531）

広報 市民の友
発行
編集

印刷
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：
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 ひ

と  つ なぐ  まち

まちなかに暮らすまちなかに暮らす
　国際通り一帯のまちなか区域は、これまで商業の核としての役割を果
たしてきましたが、子育て世帯の郊外への流出などにより、近年では人
口減少が続いています。
　それでも、まちなかは、公共施設や商業施設、公共交通などがコンパ
クトにまとまっていて、実は生活するのに便利。
　最近は、空き家をリノベーション（大規模改修）し、魅力ある物件とし
て再生させる試みが行われ、まちなかにしかない良さを求め、移り住む
人もいるなど、少しずつ注目されてきています。
　古き良きマチグヮー文化を感じながら、まちなか生活、始めませんか。

　市
の
人
口
は
増
加
傾
向
に
あ
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も
の
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ち
な
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は
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。

　ま
た
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で
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わ
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き
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き
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　市
で
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、空
き
家
を
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用
し
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ま
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な
か
居
住
、『
住
宅
ス
ト
ッ
ク
活
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モ
デ
ル
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業
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行
っ
て
い
ま
す
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　同
事
業
で
は
、「
物
件
所
有
者
」と

「
入
居
希
望
者
」を
市
が
募
集
し
、両

方
の
意
向
を
聞
き
な
が
ら
、施
工
対

象
や
範
囲
、施
工
時
期
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居
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間
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　「市
と
協
力
事
業
者
」が
入
っ
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サ

ポ
ー
ト
す
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た
め
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件
所
有
者
も
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き
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　平
成
28
年
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は
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集

を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

空き家・空室に
入居者を入れたい

　
・改修計画を作成（住宅
　内のデザインや機能、
　資金の負担や家賃等）
・工事の実施

・まちなか区域の活性
　化・コミュニティ向上
・満足度の高いまちな
　か居住の実現

まちなかで好みの
住宅に住みたい

両者の意向を聞いて
事業計画を作成

建物の価値向上と
家賃のとれる資産
に再生

まちなかで自分の
ライフスタイルにあ
った暮らしの実現

新しいビジネスモ
デルにより事業の
拡大

ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
空
間

づ
く
り
応
援
し
ま
す
！

「職場に近く、モノレールで移
動できるのも魅力」と、まちな
か生活を検討中

お問い合わせ

ライフスタイルにぴったり
マチグヮーを散歩すると、スージグヮー

（路地）の奥で今まで気づかなかったお
店に出会うなど、新たな発見があるんで
すよね。お店の人とゆんたくしたり、普
段から楽しみながら生活できるんじゃ
ないかと期待しています。

自分を再発見
マチグヮーに住む理由は交通に便利だ
から。商店街のみんなから「はち！ごは
ん食べたか？」なんて家族のように声を
かけてくれ、とても気持ちがあたたくな
ります（笑）。だからこの街のために何
か恩返しできればと考えています。以前
の自分には考えられないほど積極的な
自分にマチグヮーが育ててくれました。

んでます！住

みたい！住

畑井モト子 さん（通称：はち）
出身地：奈良
まちなか居住歴6年
犬猫殺処分ゼロを目指す団体
TSUNAGU OKINAWAの代表

さん前原信之

まちなか区域
●久茂地１・３丁目
●泉崎1丁目
●松尾１・2丁目
●壺屋１丁目
●牧志1～３丁目
●安里１・2丁目
●樋川２丁目
●字安里の一部
●字大道の一部

三者で協議して①物件所有者（公募） ①物件所有者

②入居希望者（公募） ②入居希望者

③協力事業者 ③協力事業者

　国
際
通
り
の
裏
手
に
、
築
41
年
の
建
物

を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
お
部
屋
が
あ
り
ま

す
。近
所
に
は
人
気
の

飲
食
店
が
立
ち
並
ぶ

場
所
で
す
が
、
２
階
以

上
は
住
宅
が
ほ
と
ん
ど

の
た
め
と
て
も
静
か
。

猫
と
一
緒
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
壁
に
キ
ャ
ッ

ト
ウ
ォ
ー
ク
を
設
け
た
ワ
ン
ル
ー
ム
は
、
間

接
照
明
が
ゆ
と
り
あ
る
空
間
を
演
出
し
て

く
れ
ま
す
。モ
ニ
タ
ー
付
き
ド
ア
フ
ォ
ン
で
、

ひ
と
り
暮
ら
し
で
も
安
心
で
す
。

before

after

☎95１-3235
建設企画課

写真提供：不動産会社Bさん

Facebook

LINE SNS を活用した広報
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政　策

施策 58

現状と課題

◉市役所のあらゆる分野で市民本位の行政サービ
スの提供に向けて、業務の継続的な改善活動に
取り組み、ISO9001を認証取得しています。

◉2013(平成25)年度からは、外部の専門家によ
る包括外部監査を実施し、監査機能の独立性と
専門性を強化しています。

◉行財政改革、組織目標、品質管理システムなど
の行政評価システムや事業進捗管理に関わるシ
ステム群がそれぞれに運用されており、更なる
効率的で効果的な運用について検討する必要が
あります。

◉市民満足度のアンケートでは、2008(平成20)
年度から2016(平成28)年度まで満足度90％以
上を継続達成しています。今後も市民の利用し
やすい窓口を目指し、接遇力・業務知識の向上
に努めることが求められています。

◉個人番号カードの普及については、2016(平成
28)年度末時点で30,411名の申請累計があり、
交付累計は21,371名となっています。市民への
周知を今後も続けていく必要があります。

施策概要

未来への視点
つながる力 ○
稼ぐ力 ○
ひきつける力 ☆

市民満足度の高いサービスの提供をすすめる

効率的で効果的な行財政運営を行う

◉限られた経営資源を効果的に活用するための総
合的な行政経営システムを構築します。

◉特に、市民の利用が多いサービスに対する対応

力の維持・向上に努めます。
◉個人番号カードの普及を推進し、より一層市民

サービスの向上に繋げていきます。

市民課窓口
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取組の柱と方針

1 総合的な行政経営システムの構築
◉行財政改革、組織目標、品質管理システムな

どの行政評価と事業進捗管理に関わるシステ
ム群を総合計画と連動した管理システムへ再
構築を行い、行政運営の効率化を図ります。

◉市民意識調査における市の政策に対する満足
度・重要度調査結果の分析を行い、改善に努
めます。

2 総合窓口サービスの向上
◉市民の利用が多く市役所の顔となる窓口サー

ビスに対しては、新任者職員等に対する研修
を行い、窓口サービスの維持・向上に努めます。

◉ハイサイ市民課本庁・三支所窓口における市
民満足度アンケートの実施・分析を行い、改
善に努めます。

3 個人番号カードの周知
◉個人番号カードの広報周知について継続的に

実施します。

取り組みの活動状況をみる指標

指　標 基準値
（基準年度）

中間目標値
（2022 年度）

最終目標値
（2027年度）

窓口サービスに満足している人の割合 93%
(2016 年 ) 93.5% 94%

総合的な行政経営システムの構築
個別システム

での運用
(2017 年 )

総合システム
の研究と構築

総合システム
の運用と検証

用語解説
●ＩＳＯ 9001

市民に親しまれる市役所を目指し、市民サービス部門の最前線である市
民課において、平成 14 年にＩＳＯ 9001 の認証を取得しました。その後、
市民課三支所・市民活動課（現：まちづくり協働推進課）にも適用範囲
を拡大し、さらに、市長事務部局全部署に適用範囲を拡大しました。

●個人番号カード
マイナンバー（個人番号）が記載された顔写真付のカード。コンビニなど
で各種証明書を取得したり、各種行政手続きのオンライン申請などに利
用できます。

那覇市役所　新庁舎

IOS 登録証
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政　策

現状と課題

施策概要

未来への視点
つながる力 ○
稼ぐ力 ◎
ひきつける力 ○

施策 59

持続可能な財政運営をすすめる

効率的で効果的な行財政運営を行う

◉当初予算及び補正予算編成において、常に費用
対効果を意識することで不要不急な経費の削減
に努め、将来にわたり持続可能な財政運営を図
ります。

◉コンビニ収納、口座振替手続きの簡素化など収
納機会の拡大につとめるとともに収納組織の体

制を強化することにより市税収納率の維持・向
上を目指します。

◉「那覇市ファシリティマネジメント推進方針」に
基づき、適正な施設配置や長寿命化の推進など
に取り組むことにより、公共施設の維持・管理
を持続可能なものとしていきます。

◉本市の2008(平成20)年度から2016(平成28)年
度の決算において、歳入の根幹である市税は74
億9千万円増加している一方、歳出では義務的
経費(人件費、扶助費、公債費)が200億9千万円
増加しています。特に扶助費は、213億円と大
きく増加しています。

◉今後も少子高齢化が進む中、生産人口減少によ
る市税への影響や社会保障費の伸びが予測され、
安定的な市民サービスを維持するためには、よ
り一層、健全な財政運営に向けた取組が求めら
れます。

◉2016(平成28)年度における市税収納額は約
471億円、収納率は97.9％となっており順調に
推移してきました。特に、収納率については中
核市48市中、第7位となっており、高い収納率
を確保しています。今後も持続可能な財政運営
を行うためには、歳入の増加を図るとともに高
い収納率を維持することが、健全な財政運営に
必要なものとなっていくことから、市税を含む
全庁的な収納対策の拡充や人材の育成が求めら

れています。
◉人口の減少などにより経済が縮小する半面、高

齢化による社会保障費の増大など、行政の財源
の先細りや硬直化が展望されています。そのよ
うななか、これまで整備してきた公共施設の更
新や維持管理に関しても、多額の財政負担が想
定されます。

関連条例等
◆那覇市ファシリティマネジメント推進方針
◆ファシリティマネジメント行動計画

性質別歳出決算額の推移億円

H20  H21  H22  H23  H24  H25  H26  H27  H28

1,500

1,200

900

600

300

0
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取組の柱と方針

用語解説
●ファシリティマネジメント

企業、団体等が保有又は使用する全施設資産及びそ
れらの利用環境を経営戦略的視点から総合的かつ統
括的に企画、管理、活用する経営活動です。

●指定管理
民間事業者を含む幅広い団体に管理・運営を委ねる
ことにより、公の施設の設置目的を損なうことなく、
民間の活力を活用する制度です。

● PPP（パブリック・プライベート・パートナーシップ：
公民連携）

公民が連携して公共サービスの提供を行うスキーム
です。

● PFI（プライベート・ファイナンス・イニシアティブ）
公共施設等の設計、建設、維持管理及び運営に、民
間の資金とノウハウを活用し、公共サービスの提供
を民間主導で行うことで、効率的かつ効果的な公共
サービスの提供を図るものであり、PPP の代表的な
手法の一つです。

取り組みの活動状況をみる指標

1 効率的な予算編成
◉予算編成においては、常に費用対効果を考慮

し、市民サービスに影響がない経費を内部努
力、事務改善等で抑制します。

2 市債残高の圧縮
◉公共施設の整備について、施設転用による新

規整備の制限や既存施設の複合化等により施
設総量を縮減し、市債発行の抑制を行います。

◉償還方法について、借換及び据置期間等の見
直しを行います。

3 歳入の確保
◉職員研修の充実・強化により徴収に関する高

い知識を有する人材を育成します。
◉コンビニ収納や口座振替手続きの簡素化など

収納機会の拡大に努めます。
◉歳入増を図るため、全庁的な市債権にかかる

対応組織の検討、対応手法を調査研究します。

◉地域経済活動の活性化や土地の高度利用等を
推進するための新たな取り組みについても検
討し、歳入増を図ります。

4 �「那覇市ファシリティマネジメント推進方
針」及び「ファシリティマネジメント行動計
画」に基づく公共施設の適切な更新や維持

◉施設更新時期の検討により財政負担の平準化
を図ります。

◉施設更新時において時代に対応した適切な規
模の見直しを行います。

◉施設維持費の縮減のための方策を検討します。

5 �民間事業者の資金、知恵及びノウハウ
の活用

◉ＰＦＩ等のＰＰＰ手法を導入検討し、民間事
業者の資金、知恵やノウハウを活用した、よ
り効果的・効率的なサービスの提供を図りま
す。

市債残高及び財政指標% 億円

H20   H21   H22   H23   H24   H25   H26   H27   H28
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市債残高 将来負担比率

指　標 基準値
（基準年度）

中間目標値
（2022 年度）

最終目標値
（2027年度）

経常収支比率 89.8%
(2016 年 ) 88.9% 88.0%

実質公債費比率 12.8%
(2016 年 ) 10.0% 7.1%

将来負担比率 81.8%
(2016 年 ) 73.4% 64.9%

市税収納率 97.9%
(2016 年 ) 97.9% 以上 97.9% 以上
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